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会計のスペシャリストとして、
企業等の公正な経済活動・社会の健全な発展に
重要な役割を担う専門家、それがCPAです。
著しく変化する現代社会にあって、その高い専門的能力
へのニーズはますます拡大。監査・税務・コンサルティングの
基本業務のみならず、国内外のM&A、株式公開支援業務などに加えて
組織内会計士として、幅広い分野で活躍が期待されています。
CPAの力が、ビジネスの、経済の、そして社会そのものを動かす力になる。
限りなく広がる可能性と夢を手に入れる選択がここにあります。

CPAという

力。

監 査

コンサルティング

税 務

CPAという言葉を知っていますか？



IT化や経済のグローバル化・ボーダレス化が進むに
したがい、CPAの高い専門知識と分析力、判断力への
ニーズは一層高まっています。活躍する場も
企業にとどまらず、各省庁をはじめ地方公共団体、独立行政法人など、
社会を動かす中核で、広がり続けています。
自分のスキル、自分の経験、自分の先を読む力が、
社会を変える力になる。CPAには未来を動かす力があります。

監 査
CPAだけに認められた業務で、企業等の決算書が正しく作成されている
かなどについて、第三者の立場からチェックします。大きく、法律などに
基づく監査、任意監査、国際的な監査があり、透明性のある社会・経済
を築くために非常に重要な仕事です。

税 務
CPAは税理士登録すれば税理士になることができます。企業・個人の税
務書類の作成や税務相談、また国際税務など幅広い知識を活かして、指
導やアドバイスを行います。

コンサルティング
経営戦略の立案から組織再編、情報システムの構築、事業再生計画の
策定、株式公開に関するトータルサポートなど経営全般にわたる指導やア
ドバイスを行います。まさに企業を動かす力になる仕事です。

CPAという

未来。

公認会計士法第 1 条に
「公認会計士の使命」が
規定されています。

公認会計士は、
監査及び会計の専門家として、
独立した立場において、
財務書類その他の財務に関する
情報の信頼性を確保することにより、
会社等の公正な事業活動、
投資者及び債権者の保護等を図り、
もつて国民経済の健全な発展に
寄与することを使命とする。

CPAという言葉を知っていますか？ Certified Public Accountants　　公認会計士
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Professional Accountant 
in Business

Business Advisory

Overseas Assignment

Audit

Entrepreneur as 
Professional Accountant

Initial Public Offering

監 査

株式公開支援

独立開業

海外駐在

ビジネスアドバイザリー

組織内会計士

CPAだから広がるその未来を、
すでに第一線で活躍している
スペシャリストの仕事から見てみましょう。

その力を、
社会の力にしているCPAが、
います。

Voices of CPA
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株式公開に向けてスケジュールを立て、証券会社なども
交えて必要な準備や手続きを進める支援を行います。経
営管理体制を上場企業で必要とされる基準や水準に改善
していくためのアシストやアドバイスも求められます。

経済・企業活動のグローバル化に伴い、国際財務報告基
準（IFRS）や国際監査基準（ISA）など、会計・監査の基準
も国際化が進んでいます。企業がそれに対応していくに
は、公認会計士の指導やアドバイスが欠かせません。

　現在の業務の中心は会計監査です。会社の会計や運営方法
には、経営者の考え方が反映されます。経営に興味があるので、
会計監査を通じて会社の内部統制や意思決定の過程を知ること
ができ、財務諸表を見ていく中で会社経営を肌で感じられる点
に魅力を感じています。会社の経営者や財務部長からするとま
だ若造ですが、ときには第三者の立場で厳しいことを言わなけ
ればなりません。そういう部分にも責任感とやり甲斐を感じてい
ます。繁忙期には体力的にも精神的にもハードな部分はあります
が、それを乗り切って監査意見が出たときの達成感も大きく、チ
ームの結束力も強まります。
　現在、専門商社、アパレル小売業、食品卸、建設業など
年間11社ほどを担当しています。会社の色はそれぞれ違いま
すし、専門用語も異なるので、日々情報を集めて知識をアップ
デートし、経済感覚を養うようにしています。
　公認会計士を志したのは、会計のプロとして、会社経営者
の相談役として、会社経営に携われることに魅力を感じたから
です。出身は沖縄なので、将来は現地の多くの中小企業を元
気にし、地域経済の発展に寄与できる会計士になりたいと思っ
ています。第三者の目線で中小企業の経営課題に対して有益
なアドバイスができるように、会計監査はもちろん、税務やコン
サルティングなどの経験も積みたいと思っています。

幸
こ う

喜
き

 竜
りゅう

一
い ち

 さん
埼玉大学経済学部経営学科卒業
12年監査法人入所
監査部門で監査業務に従事

石
い し

川
か わ

 資
も と

樹
き

 さん
慶応義塾大学環境情報学部卒業
05年監査法人入所
監査事業部で上場会社の監査業務を経て
株式公開支援業務を担当

　マネージャーから上場会社の監査業務に加えて、株式公開を
目指す会社の監査を担当するようになり、現在はパートナーとし
て株式公開支援業務の管轄をしています。
　上場会社の監査と異なり、税務ベースで行われている会計処
理を会計基準に従った処理にするアドバイス、内部統制の整備・
運用についてアドバイスをするといった業務も多くなりますが、金
商法・会社法の監査現場で経験を積み、多くの会社のあるべき
形を学んできたからこそ、的確なアドバイスができると思います。
　株式公開を目指す会社には、社長や社員の年齢が比較的若
いベンチャー企業が多く、上場という一つの目標に向かって一
緒に頑張ろうという意識が自然と湧いてきます。経営者からの
直接の相談も多く、経営者と同じ目線を持ってビジネス戦略や
ビジネスリスクを考え、アドバイスできるのは、公認会計士の
魅力であり、やり甲斐だと思います。
　昨今では、オープンイノベーションの促進ということもあり、今
では想像できないような技術、革新的な新製品や商品、サービ
ス、ビジネスモデルが生まれており、それをマネタイズした会社
が多く出てくると思います。そのような会社がどのようなビジネス
戦略で成長していくかを間近で感じることができ、その支援が
できるということは、公認会計士として大きな糧になりますし、
今後も多くのスタートアップ企業を支援していきたいと思います。
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「会社経営を直接肌で感じられる
それが会計監査の魅力。
ときには第三者の立場で厳しい意見も、
そういう部分に責任感とやり甲斐を感じます」

「大企業も初めはスタートアップ企業であって、
株式公開を経て、今の日本経済を支える企業に
まで成長しています。今後の日本経済を支える
企業を輩出していく支援ができるということは、
社会的役割期待の大きい業務だと思います」
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独 立 開 業した公 認 会 計 士には、 多 様な業 種・規 模の 
中 小 企 業などから経 営 管 理、 会 計、 税 務、 内 部 統 制 
などにおいて、良きアドバイザー、パートナーとしてのサポート
が求められています。

クライアントが直面する課題やニーズに対して、解決策を
提案・実行していくのがアドバイザリー業務です。プロジェ
クトごとに状況が異なるため、業種や業務に応じた専門知
識と創造力が求められます。

小
こ

駒
ご ま

 望
のぞみ

 さん
中央大学商学部卒業
06年監査法人入所
投資ファンド運営会社、会計事務所を経て、
10年会計士事務所を設立

　公認会計士の魅力は、資格に基づいて女性でも自分の名前で仕
事を受託し、サービスを提供できることだと思います。企業の命運
を決める場面もあり、責任は重いですが、その分やり甲斐もあります。
私自身、監査業務からバイアウトファンド、会計業務を経て独立開
業しましたが、今後また組織に入ることも可能ですし、業務の選択
肢の幅が非常に広く、大きな可能性を手にできる資格と言えます。
　個人事務所では現在、法人と個人に対する税務・会計支援をメ
インに、保証業務や事業譲渡・合併のアドバイザリー、株価算定
や事業計画作成支援などのコンサルティング業務を行っています。
また、個人として上場会社の監査役にも従事しています。携わる業
務が変わり、監査法人時代に比べて、自分が人の役に立っている
と実感できる場面が多くなりました。また、独立すると、働く時間を
自分の裁量で決められるので、勉強の時間を作り出せ、仕事とプ
ライベートのバランスもとれるようになりました。
　一昨年の繁忙期に出産し、すぐに在宅で仕事に復帰しました。
インターネット環境があれば大半のことはできますし、スタッフをは
じめとする周囲の方々のサポートに支えられて、大きな混乱なく繁
忙期を終えることができました。
　引き続き、お客様へ提供するサービスの品質を落とすことなく、
家庭も疎かにすることなく、仕事も育児にもしっかり取り組んでいき
たいと思います。

　監査法人入所時は特定の分野に強くなりたいと思っていました。実
際に働いてみて、守備範囲の広さが会計士の魅力なら、自分も幅広く
キャリアを積みたいと考えるようになり、ファーム内の部署異動制度を
利用してアドバイザリー部門へ異動しました。
　アドバイザリー部門では、主に規制対応アドバイザリー業務を担
当し、規制の理解・分析力が要求されます。そのため、規制条文
を日々読んで業務への影響を理解しておく必要があります。また、
公表直後の規制内容には論点が多く、どこにも答えのない問題も少
なくありません。そうした状況で、チームメンバーやクライアントと協
同し、情報を集め、最適な解を探していくプロセスに、とてもやり甲
斐を感じています。また、手順書通りに遂行するのではなく、手順
書自体を作り上げていく点も、この業務ならではの魅力です。
　監査業務を通じて、資料を批判的に検討する職業的懐疑心が身
に付きました。常に疑問を持って接するというこの姿勢は、今のア
ドバイザリー業務にも役立っており、公認会計士として保持し続けた
いと考えています。国際金融規制対応という業務の性格上、今は
多様なバックグラウンドを持つ優秀なメンバーに囲まれて働いていま
す。各メンバーの長所を可能な限り吸収し、さらにプロジェクト管理
能力や英語力なども身に付けて、状況の変化に対応できる会計士
になりたいと思っています。

尾
お

﨑
さ き

 亮
りょう

一
い ち

 さん
関西学院大学文学部卒業
10年監査法人入所
監査部門を経て14年よりアドバイザリー業務に従事
現在、金融庁に出向中

「女性でも自分の名前で仕事を受けられる。
独立のメリットを活かして
子育てと仕事をしっかりこなし、
知識もますます充実させていきたいです」

「どこにも答えのない問題の解を
メンバーやクライアントと協同して探していく
それがビジネスアドバイザリーの醍醐味」
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企業のグローバル化に伴い、企業の海外進出や会計の
国際化が進んでいます。それに対応するために、海外
勤務経験があり、世界で通用する専門性と柔軟性を持
ち合わせた公認会計士が求められています。

企業や官公庁など、公認会計士の専門的な知識・経験・
判断力が必要とされる場面は増える一方です。IPOや
M&A、資金調達など企業の経営に近い部門で、または
CFOとしての活躍に期待が寄せられています。

　30代のうちに一度は海外勤務を経験したいという漠然とした
思いはありました。入社8年目にそのチャンスが巡ってきて、迷
わず挑戦しました。2014年11月から2年間シンガポールに赴任
し、日系企業と外国・ローカル企業の監査をほぼ半々ずつ担当
しました。日系企業では、日本人の社員からの相談を受けたり、
要望に応じて情報収集や資料作成を行ったりしました。
　公認会計士の魅力に、業務を通じて多くの人と情報に接する
ことができる点が挙げられますが、海外勤務ではそれがより広が
ることを実感しました。考え方や文化、ルールの違いからうまく
いかないこともありましたし、それほど得意でなかった英語の習
得にも苦労しましたが、会計や監査の基準という共通言語を通
して議論をすることでより理解が深まるなど、日本では得難い充
実感も経験しました。
　公認会計士には、監査法人の勤務であっても2、3年ごとにス
テップアップの機会があって、そうした環境の変化や多様性は
非常に刺激的ですし、やり甲斐にもつながります。シンガポール
での勤務を通じて、他国の文化・規制などを幅広く理解し、こ
れまでと違った視点を持つことができました。この経験を活かし
て、クライアントからの要望により幅広く、柔軟に対応できる公
認会計士になりたいと思っています。

勢
せ

濃
の う

 祥
よ し

央
お

 さん
横浜国立大学経済学部卒業
06年監査法人入所
国際部を経て、14年から2年間シンガポールの
グループファームに出向

石
い し

田
だ

 友
ゆ

梓
き

 さん
慶應義塾大学経済学部卒業
04年監査法人入所
09年に渡米、現地企業2社を経て
15年に帰国、家電メーカーで財務報告、内部統制などを担当

　現在は、月次や四半期ごとの決算レポートの作成、親会社から
の問い合わせへの対応などを担当しています。経理や決算業務
の責任者を務めたときは、監査法人と違ってメンバーの知識レベ
ルもバラバラなので、それをまとめる力が求められました。また、
かつてとは逆に外部監査に対応する立場となり、財務報告は作る
のと見るのでは視点が異なってくること、監査を受ける側も資料の
準備などが大変なことを実感しています。企業の中で働くことには、
管理会計なら数値データを使って経営陣や営業部署の活動に直
接貢献できる、内部統制なら改善策を通じて会社のオペレーショ
ン改善という成果が見える、そういう魅力ややり甲斐があります。
　会計や監査は、国や会社の業態にかかわらず、どこでも通用す
るスキルであり、公認会計士という資格によって選択肢や可能性
は大きく広がります。また、女性にとっては、様々なライフイベント
に応じて働き方を変えられるのも魅力です。私自身、この資格が
あれば、多少のインターバルがあってもキャリアに支障はないと考
え、監査法人を退職してアメリカに留学しました。在米時にはアメ
リカやメキシコ、今はシンガポールや中国のメンバーとのやりとりを
経験していますが、仕事の進め方やコミュニケーションのとり方は
それぞれに異なるので、新たな発見があります。将来は、どこの
国でも通じる会計のプロフェッショナルになりたいと思います。

「他国の文化・規制などを幅広く理解し、
これまでと違った視点を持つことができる。
海外駐在は、公認会計士としての幅広さや
柔軟性を養える絶好の機会だと思います」

「数値データや改善策を通じて、
企業の活動に貢献できるところが魅力。
ライフイベントに応じて働き方を変えられるので
女性でも一生仕事を続けられます」



論文式試験科目
科目名 配点 試験時間 問題数 出題範囲の要旨

会計学 300点満点 300分 「大問」
5問 財務会計論及び管理会計論

監査論 100点満点 120分 「大問」
2問 短答式試験科目に同じ

企業法 100点満点 120分 「大問」
2問 短答式試験科目に同じ

租税法 100点満点 120分 「大問」
2問

租税法総論と租税実体法（法
人税法、所得税法、消費税
法など）、また必要に応じ、こ
れらに関連する租税特別措置
法、並びに法令の解釈・適用
に関する実務上の取り扱い

経営学*

100点満点 120分 「大問」
2問

経営管理と財務管理

経済学* ミクロ経済学とマクロ経済学

民法*
民法第１編[総則]、同第２編
[物権]、同第３編[債権]並び
に関連する特別法

統計学* 記述統計、確率、推測統計、
相関・回帰分析の基礎

※年1回実施（8月中旬の3日間（平日1日及び土日））　  　*印は、4科目中1科目選択

短答式試験科目
科目名 配点 試験時間 問題数 出題範囲の要旨

財務会計論 200点満点 120分 40問以内

簿記、財務諸表論、その他企
業等の外部の利害関係者の経
済的意思決定に役立つ情報を
提供することを目的とする会計
の理論

管理会計論 100点満点 60分 20問以内

原価計算（材料、仕掛品及び
製品等の棚卸資産評価並びに
製品に関する売上原価の計算）
と管理会計（会計情報等を利
用して行う意思決定及び業績
管理）

監査論 100点満点 60分 20問以内
公認会計士又は監査法人によ
る財務諸表監査、中間監査、
四半期レビュー及び内部統制
監査の理論、制度及び実務

企業法 100点満点 60分 20問以内

会社法、商法（海商並びに手
形及び小切手に関する部分を
除く）、金融商品取引法（企業
内容等の開示に関する部分に
限る）などの法律

※年2回実施（12月上旬及び5月下旬の日曜日）
※�短答式試験合格者は、翌年及び翌々年の2年間、短答式試験の免除を受けることが 

できます。7

試験制度

公認会計士試験

2021年公認会計士試験実施スケジュール

CPAの資格は、国家試験に合格し、2年間の業務補助等と実務補習で所定の単位を取得し、
修了考査を経た後にはじめて与えられます。道のりは決してたやすいものではありませんが、
CPAの社会的責任とステイタスはそれだけ高いと言えます。

どうすればCPAになれますか?

短答式
試験

（4科目）

論文式
試験

（5科目）

                  日本公認会計士協会
による修了考査実務補習

（必須単位）
 出願 ▶ 合格者 　

免除者 ▶
合格者 　
免除者 ▶ 登録 CPA

公認会計士業務補助等
（２年以上）

（※試験合格の前後は問わない）

試験の流れ→

区分 受験願書配付期間 受験願書受付期間 試験期日 合格者発表（予定）

2
0
2
1
年
試
験

第Ⅰ回
短答式

2020年8月3日
～ 2020年9月11日

インターネット出願 2020年8月28日～ 2020年9月17日
2020年12月6日 2021年1月中旬

書面による出願 2020年8月28日～ 2020年9月11日

第Ⅱ回
短答式

2021年1月中旬
～ 2021年2月下旬

インターネット出願 2021年2月上旬～ 2021年2月下旬
2021年5月23日 2021年6月下旬

書面による出願 2021年2月上旬～ 2021年2月下旬

論文式 - - 2021年8月20日
　     〜8月22日 2021年11月中旬

公認会計士試験実施スケジュール
公認会計士試験は、金融庁の公認会計士・監査審査会が実施しています。
試験日程やインターネット出願については、公認会計士・監査審査会
ウェブサイトをご覧ください。

（https://www.fsa.go.jp/cpaaob/index.html）



年 願書提出者数
（A）

論文式受験者数
（B）

合格者数
（C）

合格率（%）

（C）/（A） （C）/（B）

2016 10,256 3,138 1,108（236） 10.8 35.3

2017 11,032 3,306 1,231（242） 11.2 37.2

2018 11,742 3,678 1,305（266） 11.1 35.5

2019 12,532 3,792 1,337（315） 10.7 35.3
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提供：一般財団法人会計教育研修機構

公認会計士試験合格率

女性の合格者数は年々
増えています。女性の活
躍フィールドも広がっ
ています。

20歳以上25歳未満の割合が最
も多く、20歳代の合格者は8割
を超えています。合格者の平
均年齢は25.2歳、最高年齢は
62歳、最低年齢は18歳です。

大学在学、大学卒業の合計割
合が8割を超えています。大
学在学中の合格者は、大学卒
業後に公認会計士として働き
始めるのが一般的です。

試験勉強に多くの時間を割く
ことができる学生、専修学校・
各種学校受講生の合格者が7
割近く、社会人の合格者は1
割以上となっています。

合格者データ

公 認 会 計 士 試 験 合 格 者 に 聞 い た
CPAを目指した理由と合格までの道
のりは  ▶▶▶   P.11 Road to CPA

20歳未満
1.8％

20歳以上
25歳未満
57.5％

25歳以上
30歳未満
23.0％

30歳以上
35歳未満
10.6％

35歳以上
40歳未満
4.3％

40歳以上
2.6％ 高校卒業

6.4％ 

大学在学
（短大を含む）
39.6％ 

大学卒業
（短大を含む）

（卒業見込者を含む）
41.3％ 

大学院在学
1.9％ 

大学院修了
（修了見込者を含む）

9.0％ 

その他
1.8％

学生
56.1％

専修学校・
各種学校受講生
12.8％

社会人
15.3％

無職
13.8％

その他
1.9％

2017年度
（2017年12月時点）

2018年度
（2018年12月時点）

2019年度
（2019年12月時点）

回答数 比率（％） 回答数 比率（％） 回答数 比率（％）

監査法人等 1,123 92.6 1,224 94.5 1,240 94.2

一般会社等 74 6.0 48 3.7 55 4.2

計 － 98.6 － 98.6 － 98.4

※願書提出者数は、第Ⅰ回短答式試験及び第Ⅱ回短答式試験のいずれにも願書を提出した受験者を名寄せして集計したもの
※合格者数の（  ）の数値は、合格者数に含まれる女性合格者の人数

※	構成比の合計は端数処理の関係で 100％にならない場合があります

資本市場における公認
会計士の需要の高まり
により、公認会計士の
就職状況は非常に好調
です！

2019年 年齢別合格者割合 2019年 職業別合格者割合

実務補習生の就職・内定状況

2019年 学歴別合格者割合



FAQ
about CPA

CPAについての
素朴な疑問から、
仕事の内容、
将来性に関することまで、
みんなが知りたい

「？」にアンサー。

試験について
about CPA Examination
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米国CPAの資格を
取得すれば、
日本でも
CPAとして
働けますか。

CPAの業務は
大都市圏にしか
ありませんか。

CPAの業務に
英語や
ITスキルは
必要ですか。

公認会計士試験は、
在籍する学部による
有利不利はありますか。

会計専門職大学院を卒業した場合、
試験の一部科目免除などはありますか。

公認会計士試験と税理士試験を
同時に受験できますか。

米国や他の外国のCPA
の資格を取得しても、日
本のCPAの資格が与えら
れる訳ではなく、日本で
の監査の責任者となるこ
とはできません。

大都市圏に限らず、全国で業務
を行うチャンスがあります。監
査法人は全国各地に事務所があ
り、地元企業に監査やコンサル
ティング、IPOなどのサービスを
提供しています。個人で開業す
る場合は、税務業務が主となる
場合が多いようです。また、全
国各地の企業や地方公共団体等
において、専門的知識を活かし
た組織内会計士として活躍する
こともできます。

公認会計士試験短答式試験の 
「財務会計論」、「管理会計論」、 
「監査論」が免除になります。

試験は日程が別々なので両方受験でき
ますが、同時に合格することは容易で
はありません。CPAは税理士登録すれ
ば税理士になることができます。加え
て、行政書士登録をすれば行政書士に
なることもできますし、不動産鑑定士
試験において一部の受験科目が免除に
なります。このようにメリットが大き
いので、公認会計士試験に絞って挑戦
してはどうでしょう。

経済学部、商学部、経営学部
といった学部の合格者が比較
的多いですが、昨今は、法学
部や理数系学部の合格者も増
えており、様々な学部の出身
者が合格しています。学部に
よる有利不利はあまりないと
言えるでしょう。



将来について

仕事について

about CPA Prospect

about CPA Work
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米国CPAの資格を
取得すれば、
日本でも
CPAとして
働けますか。

CPAの業務は
大都市圏にしか
ありませんか。

CPAの業務に
英語や
ITスキルは
必要ですか。

AI( 人工知能 ) は監査の仕事に
どのような影響がありますか？

CPAの勤務先は、会計事務所や
監査法人以外にどのような
場がありますか。

CPAに定年はありますか？
また、残業や転勤はどうでしょうか。

独立するまでにどれくらいの
期間が必要ですか。

女性が
活躍しやすい
というのは、
本当でしょうか。

海外勤務することはできますか。

企業活動のグローバル化に伴
い、CPAの業務範囲も世界規模
に広がっています。また現在のビ
ジネス環境においては、ある程
度のITスキルは必要であり、これ
はCPAも同様です。そのため、
英語やITのスキルを有するに越し
たことはありませんが、公認会計
士試験合格後に勉強しても十分
間に合います。

AIを活用することによって、より高
度なデータ解析などを実施できるよ
うになるため、AIの活用による監査
業務の品質向上と効率化の両立が
今後の課題になると考えられます。
AIを有効に活用することによって、
監査人は、経営者等とのコミュニケ
ーション、専門家としての判断等に
注力できるようになると思われ、監
査の品質と効率性を高めることが期
待されます。

CPAの有する知識、能力は経済社会に
とって必要不可欠なものなので、会計・
監査及び経営に関する専門的知識や経
験を活かし、会計事務所や監査法人だ
けでなく、「組織内会計士」として多種
多様な企業及び組織の一員として活躍
しています。例えば、一般企業（金融
機関、証券会社、商社、製造業等）、
コンサルティング会社、官公庁や教育
機関で活躍している人や、財務捜査官
として経済犯罪の捜査にあたっている人
もいます。

資格自体に定年はありませんが、監査法人等では規
定されている場合が多いようです。残業、転勤等も
就業形態によります。監査法人勤務の場合は一般企
業と似た面がありますが、独立開業の場合は自由業
と同様です。本人次第で様々な選択ができます。

個人差もあるので期間の特定
はできません。CPAの資格取
得後早ければ３年程度で独立
する人もいます。

仕事上で男女が区別されることはありません
ので、能力が十分発揮できるのではないでし
ょうか。女性のCPAも増えており、毎年、公
認会計士試験合格者の約2割が女性です。多
くの監査法人には、産休制度や育児休暇制
度が整備されています。また復職後には短期
間労働制を選択することも可能です。このよ
うな制度を利用しながら仕事を続けている女
性CPAは多くいます。個人事務所を開業すれ
ば自分のペースで仕事を行うことも可能です。

日本のCPAの資格や語学力を活かして、海外の会
計事務所やグローバル企業などで勤務することも
可能です。監査法人の場合、海外の会計事務所
と提携し、世界の主要都市に駐在員を派遣してい
る場合が多いです。



Road to CPA
公認会計士試験合格者に聞いた、CPAを目指した理由と合格までの道のり
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佐
さ

藤
と う

若
わ か

菜
な

 さん
合格時 21歳

大学在学中合格

　公認会計士の受験を決意したのは、大学受験が希望
どおりにいかず、学生生活4年の間に何かを成し遂げて
挽回しようと考えたからです。受験勉強に専念するよう
になってからは、誘惑に負けないように、できるだけ予
備校に行って勉強するよう心がけました。
　私の性格では、行き当たりばったりで勉強したのでは
効率が落ちてしまうと思ったので、月・週ごとに目標と
やることのリストを作成し、それを7等分して毎日のやる
ことリストも作成しました。そして毎日寝る前に、その日
にやり終えた項目に線を引いて消し、勉強内容や一日
の行動を細かく記録しました。この記録から、自分の時
間の使い方を見直し、計画を改善することができたの

です。大切なのは、自分の性格を把握して、それに合う
勉強スタイルを確立することだと思います。短答式試験
は2回目、論文式試験は2回目で合格し、学生生活を有
意義なものとすることができました。
　公認会計士の魅力は、大卒の人や前職がある人など、
さまざまなバックグラウンドをもつ人と一緒に仕事がで
きること、そして女性の場合は出産・育児後も職場復帰
しやすいことだと思います。簡単に取得できる資格では
ありませんが、自分を信じて乗り越えたときの達成感は
素晴らしいし、地道にコツコツ努力しただけ自分に返っ
てくるものがあるはずです。

「自分の性格に合う勉強スタイルを確立することが大切。
  コツコツ努力しただけ、自分に返ってくるものがあるはず」

横
よ こ

内
う ち

 篤
あつし

 さん
合格時 24歳
卒業後合格

　大学在学中に何か資格を取得したいと考え、数学が
好きだったことと、興味をもったものにはすぐ飛び付く
性格だったことから、難しい試験であることを承知の上
で公認会計士試験に挑戦することにしました。
　試験は範囲が広く難易度も高いので、あれもこれもと
張り切りすぎずに、「平均点＋α」で合格しようと割り切
るのも大切だと思います。また、仲間との雑談からは、
勉強のコツやポイントを得られることもあります。私が
特に気を付けていたことが2つあります。予備校で信頼
する先生が「覚えてください」と言ったことは、帰りの電
車・バスで一言一句を繰り返すこと。合格に必要な知識
が体系的・網羅的に組み込まれている「答練」を5回繰

り返して、丸ごと頭に取り込むことです。短答式試験に
2回落ちた時は、自分の目標を思い出すために「プロに
なりたい」と書いて見えるところに貼りました。そのおか
げか、短答式試験は3回目で、論文式試験は1回で合格
できました。
　公認会計士は現代社会の重要なインフラであり、私
は、経営者が抱える問題のすべてに回答できる「ゼネラ
リスト」として活躍したいと考えています。試験勉強で
は、会計の知識以外にもたくさんの発見を得られます。
合格を手にして、会計・監査の側面から共に社会をよく
していきましょう！

「平均点＋αで合格すればいいと割り切るのも大切。
  覚えるべきことと答練は、繰り返して丸ごと頭に取り込みました」

貝
か い

瀬
せ

陽
は る

香
か

 さん
合格時 27歳
卒業後合格

「将来の仕事につながると思って、全体像の把握を意識しました。
  たとえ長引いてしまっても、それだけの価値があると信じて続けましょう！」

　大学では国際関係を学んでいて、公認会計士を目指
すことになるとは思ってもいませんでした。漠然と社会
をよくする仕事がしたいと思って就職活動をしていたも
のの、自分にできることがわからず迷っていました。そこ
で、専門知識を身に付けようと簿記の勉強を始めてみて
その面白さを知り、その先にあったのが公認会計士の仕
事だったのです。
　試験勉強では、ただ暗記するだけではなく、「これが
将来の仕事につながる」という思いで全体像を把握する
ことを意識しました。周りの友人たちが社会人となって
いく中、ひとりで勉強を続けるのはとても不安でした。
それでも勉強を続けられたのは、その「投資」にそれだ

けの価値があると思えたことと、それを応援してくれる
人たちがいてくれたおかげです。短答式試験は結局8回
受験しました。みなさんの中にも予想以上に長引いてし
まう人がいるかもしれませんが、諦めずに頑張ってくだ
さい！
　公認会計士の魅力は仕事の選択肢や可能性が広いこ
とだと思います。世界中どこでも会計的な知識は必要と
されていて、会計士が必要とされるフィールドはますま
す広がっていくことでしょう。私自身は、公的機関などへ
の監査・アドバイザリーを行う分野の仕事をしたいと思
っています。それが、就活時に考えていた、私たちの社会
が抱える問題の解決につながっていくと信じています。



Information from JICPA

麹町秀水
ビル ニッキン

第２ビル 日本公認会計士協会

外堀
通り

至　
飯田
橋

至　
四ッ
谷

●A1出口

歯科医師会館

九段センタービル

市ヶ谷法曹ビル
アルカディア市ヶ谷

市ヶ谷東急ビル 法政大学院

靖国通り

一口坂交差点

家政学院前

麹町郵便局
　●

A3出口

　●

■りそな銀行

日本大学本部

■セブンイレブン

日本年金機構
千代田年金事務所

東郷公園

靖国神社
■■交番

みずほ銀行■
三菱東京UFJ銀行■　　●

A2出口

東
郷
通
り

JR市
ヶ谷
駅
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日本公認会計士協会
〒102-8264 
東京都千代田区九段南4-4-1 
公認会計士会館
TEL（03）3515-1120
● 都営新宿線　市ケ谷駅
● 東京メトロ有楽町線・南北線　市ケ谷駅
●� JR 中央線・総武線　市ケ谷駅

アニメブック
Vision for the future

舞台は世界｜グローバルに活躍する
「会計プロフェッション」たち

解説動画
「公認会計士のしごととAI」

https://www.facebook.com/
JICPA.Kouhou

https://twitter.com/
jicpa_kouhou

日本公認会計士協会
https://jicpa.or.jp/

日本公認会計士協会ウエブサイト
「広報ツールライブラリー」ページで
ご覧いただけます。
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